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たいのか｣(金子勝 月刊ＪＡ57 巻 3 号、
2011.3)は、韓国がアメリカ、ＥＵとの間で
ＦＴＡを締結し、その結果日本の企業が国
際的な競争に負けてしまうという焦りから、
ＴＰＰ推進を言っているとすれば大問題で
あり、日本の基礎的技術力をどう高めてい
くかについての議論の必要性を説く。 
 日本経済全体が拡大し、成長していくた
めには、日本の企業が技術進歩などの全要
素生産性を高めるとともに付加価値創出能
力を高めていくことが重要であり、そのた
めには、グローバルな中での競争を推し進
めることが必要となる。より開かれた通商
関係を持つことは重要であり、そういう意
味で日本がＴＰＰに参加することは長期的
視点からは正しいであろう。しかしながら、
ＴＰＰについてはまだまだ考えないといけ
ない問題を多く含んでいる。特にＴＰＰ協
定が、サービス貿易、政府調達、知的財産
権、人の移動を含んだ包括的なものであり、
アメリカが主導権をとりつつある現在、こ
の協定が日本経済に与える影響について十
分検討するとともに、ＴＰＰに加盟した場
合の産業全体への様々な対策とそのタイム
スケジュールを明確にしないといけない。 
